
　コロナ禍の続く今回、特別研修会は Web 開催と

なりました。

　今年度の特別研修会 （DH セミナー ） は、公益社

団法人日本歯科衛生士会専務理事で、専門歯科衛

生士委員会の委員の、東京医科歯科大学歯学部口

腔保健学科非常勤講師、 講道館ビル歯科・口腔外

科 、歯科衛生士 河野 章江先生を講師にお迎えして、

「初診時から始まるインプラントのメインテナンス～

天然歯とインプラントを守るために～」と題してご講

演いただきました。

　まず前半のご講演では基礎知識の確認に十分な

時間を割いてしっかりと説明をしていただけました。

インプラントの特性や PD, FD, ブリッジとの違い、解

剖学的に天然歯とどう違うかは、歯科衛生士のみな

らずインプラント初心者もきちんと押さえておかなく

てはならない重要な知識です。特に歯肉との付着

様式が天然歯は結合繊維性付着でマジックテープ、

インプラントは上皮性付着でタートルネックと比較し

て例えられたのは想像しやすかったですし、患者説

明の際には利点ばかりではなく必ず欠点にも言及し、

過度な期待を抱かせないことを強調されていました。

　次に問診から始まるインプラントの治療計画と、そ

れに沿った解説を詳細にご説明されました。

　いくらインプラント治療が優れているとはいっても、

治療の成功のためには術前のセルフケアの習慣を

獲得しておくことや長期的なメインテナンスの重要

性は知っておかなればなりません。手術に際しては

ガウンの着方やドレーピングにも丁寧に言及してい

ただき、意外と盲点になる注射器や麻酔薬のカート

リッジの取り扱い、手術器具の解説や器具の洗浄や

管理の仕方なども細かく教えていただきました。ドリ

ル類は血液が付着したまま熱を加えることは厳禁で、

洗浄がとても大切であることを特に強調していただ

けたのは、スタッフ教育の面でとても助かりました。

　休憩を挟んで後半のご講演では、実際のメインテ

ナンスプログラムとして何をしているのかをお話しい

ただけました。河野先生は通常1時間の予約枠をメ

インテナンスに充てておられ、問診では生活環境や

全身状態の変化を聞くこと、口腔内診査では歯肉組

織とインプラント周囲組織をしっかり視て「毎回小さ

な変化を見逃さない」よう強調されていました。ま

た、賛否両論あるインプラント周囲へのプロービン

グについての肯定的なご意見や、これもまた見解の

新旧がある上部構造の形態についても、清掃性を

確保したいこと、歯間ブラシやワンタフトブラシを用

いた具体的な清掃方法のポイントも教えていただき

ました。これらはすべてエビデンスに基づくご意見

であり、引用されていた文献からも十分信頼に足る

お話だったと思います。さらに、フッ化物によるイン

プラント体の腐食について、フッ化物濃度とチタン

合金の溶出の関係について解説ました。結論からい

えば9000ppm を超える強酸性のものは除き、私た

ちが日常で使用している1000ppm くらいの歯磨剤

であれば影響はないと確認できたことは収穫でした。
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初診時から始まるインプラントのメインテナンス
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　メインテナンスの間隔については、患者のセルフケ

アの状態やリスクによって変わってくるものの、最低

でも6か月に1度は来院していただくようにしているそう

です。歯周病と同様に、インプラントもいきなり骨喪

失を伴う状態になるわけではなく、まずはインプラン

ト周囲粘膜炎に罹患し、それが進行することでインプ

ラント周囲炎へと移行します。そのため我々がなすべ

きこととして、まずは「疾患を起こさないようにするこ

と、たとえ疾患が生じたとしてもインプラント周囲粘

膜炎で留め、インプラント周囲炎へと移行させないこ

と」をしっかりと踏まえてメインテナンスを行うことと

されていました。インプラント周囲炎は細菌由来の場

合と咬合のオーバーロード由来の場合もあるので、メ

インテナンス時には咬合状態の確認も行うこととされ

ていました。また、インプラントのメインテナンスに

おける使用器具としては、プラスチックスケーラー、

エアフロー、エアスケーラー用のブラシ、PMTC コン

トラなどを用いていることもご説明いただきました。

　そして、定期的なメインテナンスにおける「記録を

残すこと」の重要性も特に強くお話しされました。状

態の変化を辿ることで予後が想像でき、早く対応できる

ことで進行を防ぐことが可能になります。基本に忠実な

ことを的確にやっていくことが、結局はエラーのないメ

インテナンスにつながるのだということを理解しました。

　ご講演では、インプラント周囲炎のリスクファクター

や CIST を活用した治療、BRONJ / MRONJ、につ

いても述べられ、今後の問題としてフレイルについ

ても説明していただき、歯科衛生士にとどまらず歯

科医師も知っておかなければならない情報が共有で

きたことは、視聴されたすべての方にとってとても意

義のあることだったと思います。

　Web 講演は、家庭があり休日にでかけることが

ままならない当院の歯科衛生士たちにとっても大変

評判がよく、特に今回の河野先生のご講演ではス

タッフからの視聴報告が LINE で届くなど、時代の

変化も感じております。今回の講演会にあたり、講

師の先生はじめ企画・運営・現場での対応にご尽

力くださったすべての方々に感謝いたします。

「CISJ オンデマンド動画」のお知らせ
　当会 HP のマイページにある CISJ オンデマンド動画をご存知ですか ？
　岩野 義弘先生、水口 稔之先生、そして、第３弾に田中 譲治先生 ！ と錚々たるメンバーのご講演が
掲載されています。今後も増やしていく予定でおりますので、ぜひご閲覧ください。
　また、当会会員で講演いただきたい内容、会員のご指名がございましたら、お気軽に高崎事務局・
波多野様まで （implant@cisj.org） お知らせください。   CISJ 学術委員会・IT 委員会
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